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平成8年7月20日調査

大原重種氏（60歳）より聞き取り

〔字、しこ名について〕

しこ名は以前から使われず、存在も不明。「字00何番地」というように土地台帳には表記され、「字

00の××さんの田」といった呼び方をする。但し、字はほぼ1町にひとつずつあり、しこ名と同様の

役割をしていると思われる。字の名の由来・呼び名については下記のとおり。

貝園（かいぞの） 昔、シジミが多くとれたから。湿田だった。

Jj¥2各口（しょうじぐち）

三畝河原（みせがわら）・箱田（はこだ）

石原川の石が多かった。

夏越田（なこしだ） 水の便がよく、夏でも水が枯れることなく、夏を越すことができた

明治15年小字調にある大字蔵持字才平は現在使われていないが、字神楽団付近に「才平の木」があるO

小さな田ばかりであった。

〔水利について〕

・現在は雷山大池、三坂池、雷山川の3か所の堰から取水。雷山大池は昭和19年、三坂池は昭和18年の

完成。これ以前は雷山川からのみ取水し、多くの堰があった。

・字三十六付近にある池も雷山大池と同時に造られ、雷山大池からの水を一時溜めておくためのもので

ある（「囲い水」）。この池は有田、篠原で使われる。

・圃場整備により畦も変化し水路も変化した。また雷山川の川筋も曲がりくねっていたものが、一直線

になった。しかし、水路が道路沿いにあるということは変化していない。村の上の方で取られた水は

水路によって村中に広がってし1く。その水域は、蔵持の区域のみである。その水路は、下の方の村で

も利用されるという大規模なものではないようである。雷山地区では、以前は雷山川を主な水源とし、

それぞれの村で取水のための堰をもっていた。雷山大池の完成により、蔵持以北1000町歩を潤し、川

のみに頼っていたそれまでの水事情が大きく変化した。

・一昨年（1994年）の干ばつのときは、溜め池の水はすべて干上がり、雷山川を掘り下げて、水をくみ

上げた。そのとき水番を交替で4人、 50日間おき、取り水の監視と村中の田の配水にあたったO 溜め

池のある現在でも 5、6年に一度は水不足になる。以前は水不足は常にある問題であり、川上の村

（三坂、高野、雷山）にもらい水をしなければならかったO その時、酒1斗を持参したという。

・圃場整備により水は平均に行き渡るようになったが、それ以前は収穫の多い田と少ない田があった。

雷山地区は馬の背状の地形（扇状地）のため、蔵持については字大坪・四百四・集り・常塔は川沿い

にもかかわらず、村の中でも最も水不足するところであり、大坪・四百田は畠となっていた。また水

口は回の等級がもっとも高いところであった。

・字石原など雷山川が屈曲したところではしばしば川の氾濫に遭い、川筋もよく変動していたO
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・雷山大池の造営のとき、香力の田10数町が水没することとなり、香力住民の強い反対があった。それ

はこれらの田は地水により最も水が豊富にあり、収穫の多い田であったからである。

〔共有林について〕

・蔵持区内には山林はない。しかし雷山に区有林があり、またグループで山林を持つところもある。こ

の区有林は現在は杉が植林されているものの、以前は馬草場であり、植林されていなかった。

・昔の冬の仕事のひとつに薪拾いがあったが、それはそれぞれの私有林でおこなわれていた。

〔土地利用について〕

・昔、田では夏には稲、冬には麦・菜種をうえ、畠では大豆・芋を植えていたO 桑畑はなかった。現在

は40年くらいまえからはじまった菊栽培が盛んに行われている。水不足がちの狭い土地であるがゆえ

に転向がはやかったという。

・聞場整備以前は冬の仕事として田普請がよくされていた。これは個人所有の2、3枚の田を 1枚にす

るという小規模の区画整備で、ある。田 1枚の大きさは常に変化していたため、しこ名が存在しなかっ

たのだろうか。

〔共同体について〕

・大字八島は以前から行政区では蔵持に含まれていた。明治以前は八島村として独立していたらしい0

・八島も含めて蔵持には現在110戸あり、 40年前は60戸であった。 10～20戸を一単位として組があり、

昔は八島組、中町（なかちょう）組、中組、下組とあったが、現在は1～6組と 6組に分かれている。

これには新規にはいってきた人も参加することとなっているO 組では葬式を加勢し、竹の箸を作り、

おとぎの用意、道の角にろうそくをたてたりする。また火災のなどの災害にも加勢する。以前は結婚

式、田植えも加勢した。

〔宝満宮で、の祭記について〕

1月1日

7月第1日曜

7月27日

10月

11月1日

11月30日

元日の祭典

夏祭（っくりあがり） ：もとは田植えの終了を祝った祭り

三玉さま

秋祭り（豊年祭）

神たち

神待ち

：宝満宮に三神を奉っているため

：神が出雲に旅立つため

：神が出雲から戻ってくるため

〔檀家について〕

大字蔵持には寺がない

大字八島新覚寺（真宗） 八島と蔵持の数人が檀家

大字一貴山 龍国寺（禅宗）蔵持の30戸が檀家に含まれる

大字富妙法寺（真宗）

大字一貴山の龍国寺の檀家がいることが特徴的だが、これは蔵持と一貴山が同じく中津領であったため

と考えられる。
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